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飯 田 裕 康 教 授 略 歴 •著作目録

* 2002年 3 月3 1日をもって慶應義塾大学 

経済学部を定年退職するのにともない， 

本学会を退会する会員の略歴•著作目録 

を次頁以下に掲載します。

本誌編集委員会



飯田裕康教授略歴•著作目録

2002年 1 月2 4日現在

1 . 略歴

1937年 1 月東京都に生まれる

1955年 4 月慶應義塾中等部，同高等学校を経て，慶應義塾大学経済学部入学 

1959年 3 月同学部卒業

1959年 4 月慶應義塾大学大学院経済学研究科修士課程入学 

1961年 3 月同課程修了経済学修士  

1961年 4 月慶應義塾大学経済学部副手

慶應義塾大学大学院経済学研究科後期博士課程入学 

1962年 4 月慶應義塾大学経済学部助手

1964年 3 月慶應義塾大学大学院経済学研究科後期博士課程修了 

1967年 4 月慶應義塾大学経済学部助教授

1971年 2 月ドイツ連邦共和国テュ一ビンゲン大学経済学部社会経済史教室客員研究員 

ドイツ金融史研究に従事（1973年 3 月まで）

1971年 9 月経済学博士

1974年 4 月慶應義塾大学経済学部教授経済学研究科委員を兼ねる

1982年 9 月ソ連科学アカデミー東洋学研究所客員研究員ソ連共産党中央委員会付属マルクス= レーニ 

ン主義研究所にてマルクス『資本論』草稿の調査に従事（10月まで）

1991年10月ケンブリッジ大学ダウニングコレッジ客員フヱロ ー と して「リカードゥ文書」の調査に従 

事 （12月まで）

1993年 5 月経済学部長経済学研究科委員長，学校法人慶應義塾理事を兼ねる（1999年 9 月まで）

1999年10月塾派遣留学により大英図書館写本室 • 貴重書室にてリカードゥ関連文書•文献の調査に従事 

(2000年 3 月まで）

2000年 4 月慶應義塾大学メディアネット所長慶應義塾図書館長を兼ねる（2001年 9 月まで）

2 . 所属学会

経 済 学 史 学 会 （幹事を 2 期歴任）

日 本 金 融 学 会 （理事を 4 期歴任）
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信 用 理 論 研 究 学 会 （常任理事現在に至る）

証 券 経 済 学 会 （幹事を2 期歴任）

日本ドイツ学会

G esellschaft fiir S o z ia l-u n d  W irtschaftsgesch ich te

3 . 主要業績

A .著書 • 編著書•翻訳

『信用論と擬制資本』有 斐 閣 1971 
『貨幣 • 信用論』同 文 舘 1977
『ヒルファデイング金融資本論入門』（高山満，鈴木芳徳，野田弘英との共著）有 斐 閣 1977
『経済原論』（常盤政治，井村喜代子，北原勇との共著）有 斐 閣 1980
『貨幣と信用の理論』三 嶺 書 房 1985
『現代の金融理論と実状』（編著）有 斐 閣 1992
『現代信用論の基本課題』（編著）有 斐 閣 1994
『現代の金融危機』（編著）慶應義塾大学出版会 2000
『小田実の世直し大学』（高草木光一との共編）筑 摩 書 房 2001
J .クラパム著，英国金融史研究会訳『イングランド銀行その歴史 I ， I I』ダイヤモンド社 1970 ( I の 

第 3 章， I Iの第 8 章）

H erm ann  D elorm e and H ans-Joachim  H o essrich著 「コンソーシャム業務と発行業務」（共訳）『証券研 

究』4 6 , 1975.
F ranz  S te f fa n著 「抵当債券と自治体債券」（共訳）『証券研究』6 2 , 1980.
W olfgang G oedecke and V o lkher K e r l著 「抵当銀行」（共訳）『証券研究』62，1980.
エルネスト • マンデル著『後期資本主義』（全 3 巻，的場昭弘，山本啓と共訳）柘ネ直書房1980—82。 
M ichael G e rh a rd s著，相沢幸悦訳『西ドイツの産業資本と銀行』（監修）亜紀書房，1985。

B .論文，書評，他

「信用形態にかんする覚え書—— 利子生み資本の一論点—— 」『三田学会雑誌』54(5)，1961。
「擬制資本の論理—— 資本の商品化過程—— 」『三田学会雑誌』55(4)，1962。
「「信用制度」 と 「株式会社」—— マルクスの場合—— 」『三田学会雑誌』56(4)，1963。
「国家独占資本主義論と投資金融問題」『土地制度史学』1 8 ,1 9 6 3。
「ヒルファディング株式会社論にかんする一考察—— とくに信用論との関連において—— 」『三田学会雑 

誌』57(1)，1964。
「信用形態の展開と「利子生み資本」の前期的性格—— 『資本論』第 3 部第 5 篇のー論点—— 」『三田学会
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雑誌』57(6)，1964。
「共同体への道  一つの現状認識  」『ニ田評論』630，1964。
「マルクス信用論の展開過程—— 信用論研究序説—— 」『経済学年報』（慶応義塾経済学会）8 (1964年度)， 

19650
「「資本一般」の体系と「競争」論  『資本論』における信用論展開の前提------」『ニ田学会雑誌』58(5)，

1965。
「再生産過程の展開と貨幣資本の蓄積—— 信用恐慌論研究序説—— 」『土地制度史学』32，1966。
「独占分析と信用形態—— 「古典的規定」の再検討—— 」『経済評論』15(14), 1966。
「信用と恐慌との連繫について—— 一つの覚え書—— 」『三田学会雑誌』60(9)，1967。
「擬制資本について（上）—— 信用論の基本問題との関連において一一」『三田学会雑誌』60(5)，1967。 
「「擬制資本」論の基本構成」『証券経済学会年報』創刊号，1968。
「ヒルファディング経済学における理論と歴史—— 『金融資本論』の学説史的評価をめぐって—— 」『三田 

学会雑誌』62(7)，1969。
「信用論における証券市場の基本問題」『金融経済』116，1969。
「信用制度と株式会社—— 信用論における「株式会社」—— 」『三田学会雑誌』62(5), 1969。
「株式会社論をめぐって-----信用論の立場から------ 」『土地制度史学』48，1970。
「株式会社における所有と機能」『三田学会雑誌』63(1)，1970。
「信用制度展開の論理構造—— 信用論体系理解の予備的考察—— 」『金融経済』126，1971。
‘H ilferdings F in an zk ap ita l und K red itth eo rie，’ Keio Econ. Stud., 8 (2)，1971.
「資本集中と信用体系」『金融経済』142，1973。
「『金融資本論』における信用論—— ヒルファディングの帝国主義把握との関連において—— 」『三田学会 

雑誌』67(9 )，1974。
「金融史と証券市場」『三田評論』740，1974。
「下平尾勲著『貨幣と信用』」『商学論集』（福島大学経済学会）43(3)，1975。
「入江節次郎著『帝国主義論への道』」『三田学会雑誌』68(4)，1975。
「「信用の基本規定」をめぐって---------つの覚え書—— 」『三田学会雑誌』6 8 (1 1 -1 2 ) 1975。
「証券市場と資本所有—— 証券市場基礎理論への一視角—— 」『三田学会雑誌』6 9⑷ 1976。
「スミスにおける信用の把握について一 信用論的考察—— 」『三田学会雑誌』69 ( 6 ) (『国富論』刊行200 

年記念特集号)，1976。
「酒井一夫著『インフレーションと管理通貨制』」『三田学会雑誌』70 (4) ， 1977。

「ヒルファディングにおける貨幣と信用—— 『金融資本論』分 析 • 序論 —— 」『三田学会雑誌』70(6)， 
1977。

「信用の必然性—— 方法論的一考察- 」川合一郎編『現代信用論』（有斐閣）上，1978。
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「手 稿 「バスティアとケアリ」について一 1850年代マルクスの古典派批判への一視角—— 」『三田学会雑 

誌』7 1 ( 5 ) (遊部久蔵教授追悼特集号），1978.
「ヒルファディングにおける貨幣と信用—— 『金融資本論』分 析 • 序論一2 J 『三田学会雑誌』72(2)，

1979。
「大内力著『信用と銀行資本』」『三田学会雑誌』72(3)，1979。
r Ben F ine and L aurence H arris , Rereading Capital, 1979」『三田学会雑誌』73(2)，1980。
「帝国主義論研究の現状—— カウツキーおよびヒルファディング研究を中心に—— 」『経済学史学会年報』 

1 8 ,1 9 8 0。（相田慎一との共同論文）

「貨幣資本蓄積論の構成」『金融経済』189，1981。
「森岡孝ニ『独占資本主義の解明—— 予備的研究—— J J 『経済研究』（一橋大学経済研究所）32(4)，1981。
「A •スミスにおける資本蓄積と信用一 貨幣蓄蔵•貨幣資本m onied c a p i t a lの形成をめぐって—— 」『三田 

学会雑誌』75 (高橋誠一郎名誉教授追悼特集号)，1983。
「『資本論』第 3 部第 5 篇ー上一その成立と現代（カール . マルクス没後100年く特集 > ) 」『三田学会雑誌』 

76(3)， 1983。
「『資本論』第 3 部第 5 篇ー下一その成立と現代」『三田学会雑誌』76(6)，1984。
「信用論史におけるマルクス—— 流通論批判と信用論—— 」『三田学会雑誌』79(2)，1986。
「現代金融問題の基底—— 金 融 の 「自由化」•「証券化」の 論 理 （特集 •金融肥大化と資本主義経済) 」『経済』 

281， 1987。
「ヒルファディング金融資本理論の一側面—— 銀行と証券市場の一体化の論理構造—— 」『三田学会雑誌』 

80(5), 1987。
「Rice V aughan, A  Discourse o f Coin and Coinage, 1675」『三田評論』890，1988。
「桜 井 毅 『イギリス古典経済学の方法と課題』」『三田学会雑誌』82(1)，1989。
「銀行と証券—— 銀行信用と金融市場—— 」『金融学会報告』67，1989。（田中秀親との共同論文）

「『ドイツ大インフレーション』渡辺武」『季刊科学と思想』76，1990。
「高須賀義博編『シンポジウムく資本論> 成立史—— 佐藤金三郎氏を囲んで—— 』」『三田学会雑誌』83(2)， 

1990。
「スミス『国富論』最初のドイツ語版」『三田評論』916，1990。
「スミスにおける貨幣• 利子 • 公債—— 貨幣的経済の古典的•批判的認識—— （アダム . スミス没後200年く 

特集〉）」『三田学会雑誌』83(4)，1991。
「リカードウの一書簡（慶應義塾図書館所蔵）をめぐって」『三田学会雑誌』85(1)，1992。
「リカードウの知的世界と経済学—— リカードウの一未公刊書簡をめぐって—— 」『経済学史学会年報』30, 

1992。
「リカードウの未公開書簡」『三田評論』936，1992。

254 ( 818 )



「金融構造の国際的連繫—— わが国金融市場の国際化と関連して （コンファレンス「20世紀末の資本 

主義」く特集> ) 」『三田学会雑誌』87(2)，1994。
飯田裕康，清水雅彦，杉 山 伸 也 他 「座 談 会 経 済 学 —— 何を学ぶのか一 - 」『三田学会雑誌』88(4)， 

1996。
r現代の金融危機をどうみるか（特集現代と経済学の課題 ) 」『経済』8，1996。
「小池基之先生追想」『三田評論』977，1996。
小谷津孝明，飯田裕康，大山道広，松村高夫「座談会慶應義塾大学大学院経済学研究科の改革」『三田 

評論』988，1997。
厂古典経済学とpolitical e c o n o m yの普及•一般化  “the N ew  P o litical E conom y”をめぐって 」

『経済学史学会年報』35，1997。
「擬制資本理論の古典と現代」『東京経大学会誌』（東京経済大学）207，1998。
「市民的共生の政治経済学（特集共生社会の経済システム）」『都市問題』89(9)，1998。
「アダム.スミス書簡「スタナップ卿宛」」『三田評論』1004，1998。
「坂 本 正 『金融革新の源流』」『三田学会雑誌』92(4)，2000。
「講演録高橋誠一郎と慶應リベラリズムの伝統—— 福沢諭吉没後百年記念「慶應義塾の経済学」展によ 

せ て 」『ニ田評論』1034，2001。
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